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学校教育目標『自主自立』 

◎自ら求め真剣に学ぶ生徒 

◎自他の人格を尊重する生徒 

◎健康・体力の増進に努める生徒 

誰かの笑顔のために 
校長 小山 裕之 

「早く席に着いて～！」「いただきます。」「いただきま～す！」挨拶を終えるや否や、手際よく袋

を開けてラーメンを啜る子や春巻きを頬張る子、牛乳を飲み始める子等、様々です。どの生徒も、

授業中とはひと味違った満足気な表情で、時折、友達と話を交わしな

がら、楽しく給食の時間が過ぎていきます。 

１月のこの日の給食は、本校２年生の生徒が考えてくれた献立でし

た。メニューは、「もやしラーメン、春巻き、３色ナムル、牛乳、レ

モンゼリー」でした。体が温まるラーメンやサクッとした食感が楽し

い春巻き、胡麻ドレッシング味のナムル、柑橘

系が冬の旬であることからデザートにレモンゼ

リー等、昨年９月に職場体験学習を給食センターでした際、栄養士さんとも相

談して考えたそうです。「みんながおいしく給食を食べて、寒い冬を乗り切っ

て欲しいです。」と、笑顔で語ってくれました。   

 1 月１４日（火）の放課後は、「３年生を送る会実行委員会」が

開かれました。３月上旬に開催予定の「３年生を送る会」を行うた

めに、既に２回目の話し合いです。この日の会議では、当日までの

スケジュールや準備・役割分担の確認、スロ

ーガンの検討等を行いました。どんな送る

会であれば、３年生に喜んでもらえるのか、話し合いはまだまだ続きます。

お世話になった３年生に感謝の気持ちをどう届けるか、１・２年生の団結力

に期待したいと思います。 

「ほら、当たった！」「すごい。」「上手だね！」手作りのゴム鉄砲

から放たれた輪ゴムが見事、的に当たると、緊張していた園児の表情

が、ほっとしたような笑顔に変わりました。 

 １月半ばから２月にかけて、２年生は家庭科の学習の１つとして、

保育実習をしています。どうすれば園児と共に楽しい時間を過ごせ

るか、この日に向けて生徒は知恵を出し合い、手作りの遊びや劇、歌

や踊り等を考え、準備や練習を重ねました。慣れない園児との関わりに戸惑

いつつも、よきお兄さん、お姉さんとして、園児を喜ばせようと試行錯誤す

る生徒の姿を、微笑ましく見つめました。 

中央幼稚園の園長先生をはじめ先生方には、貴重な体験学習の機会をいた

だきました。優しい眼差しでさり気なく生徒の活動を助けて下さる等、温かいお心遣いに心より感

謝申し上げます。 

誰かの優しさが誰かの心を温め、杉中に笑顔の輪が広がっています。校門近くでは、梅の木が紅

く蕾を膨らませ、ひと足早い春の訪れを告げようとしています。 

 


